
健康

未病とは

病気健康 未 病

※未病とは 【健康・医療戦略（平成27年７月２２日)閣議決定】より抜粋
健康と病気を「二律背反」の概念で捉えるのではなく、心身の状態は健康と病気の間を連続的

に変化するものとして捉え、この全ての変化の過程を表す概念が未病である。また、治未病とはこ
の一連の変化の過程において、特定の疾患の予防・治療に止まらず、体全体をより健康な状態に
近づけることを治未病（未病を治す）という。

※「予防」と「未病を治す」の違い
「予防」は、個別具体的な疾患の発症を防ぐことであり、「未病を治す」とは、特定の病気を予防

するのではなく、心身全体をより健康な状態に近づけることが大きな違いである。
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■未病概念について

未病とは字句のままでは単に「未だ病まない」ことであるが，その背景には西洋医学の二元的健康観とは異なる東洋医学の一
元的健康観がある。すなわち，健康と疾病の状態を二律背反ととらえる（疾病でなければ健康，健康でなければ疾病）のでは
なく，健康の程度には高い状態から低い状態まであって，それが低下すると疾病の状態に至るという連続的な見方をするもの
である。

未病という言葉自体は，最も古い漢方医学の古典『黄帝内経 素問』や鍼灸等の古典『難経』などに見られる。特に有名な例と
して，『難経』の七十七難にある「上工は未病を治し，中工は已病を治す」があげられる。

この未病の考え方によれば，病気の発症をその予兆によって知り予防するとともに，いったん発病した場合であっても重篤に
ならないよう早期・適切に処置することが肝要であり，これによって疾病の他の臓器への拡散・転移および疾病の悪循環の防
止が期待できるとされる。

2-1  「生活習慣病」という新たな概念が提案されている。

このように生活習慣が，がんや脳卒中など疾病の発症に深く関係していることが明らかになってきてい
ることから，新たに「生活習慣病（life-style related diseases）」という概念の導入が提案されている
（公衆衛生審議会意見具申，1996（平成8）年12月18日）。

「生活習慣病」は，「食習慣，運動習慣，休養，喫煙，飲酒等の生活習慣が，その発症・進行に関与す
る疾患群」と定義されており，その範囲としては，生活習慣との関連で，次のような疾病が例示されて
いる。

生活習慣病の範囲

厚生白書（平成９年版）

19977443
長方形



2-2  「生活習慣病」の導入は，一次予防を重視し生活習慣の改善を目指すものである。

(1)

「生活習慣病」という概念の導入は，『生活習慣を改善することにより，疾病の発症や進行が予防
できる』という認識を醸成し，実際の行動に結びつけていく効果を目指すものである。

とりわけ，生活習慣は小児期にその基本が身につくことから，地域保健，学校保健，家庭の間の連
携を図り，小児期から生涯を通じた健康づくりを推進しなければならない。 
(2)

また，我が国は，これまで成人病対策として，健康診査による「早期発見，早期治療」を目指す
「二次予防」に力を注ぎ，成果をあげてきたが，今日，健康的な生活習慣を確立することにより疾
病の発症そのものを予防すること，すなわち「健康増進・発病予防」という「一次予防」の考え方
が，重視されるようになっている。今回の「生活習慣病」の導入は，こうした考え方を背景とする
ものであるといえよう。 

生活習慣病の予防
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